
２０１５年（平成２７年）

月１日号
No.968
９

COVER STORY
父とつかんだビックタイトル

長沼元君がインターハイ
やり投げで見事優勝

　全国高総体（インターハイ）陸上競技が７月29日から8月2日、和歌山県で
開かれ、男子やり投げに出場した長沼元

げ ん

君（高田高3年）が優勝しました。元
君は県高総体と東北大会で優勝。東北大会では67㍍ 97の県高校記録を樹立し
ました。全国大会では予選通過となる62㍍を３投中２投目まで越えることが
できず苦戦。父であり競技を指導する晃

こ う

一
い ち

監督が「楽しく笑顔で投げよう」
とアドバイスを送ると3投目で65㍍ 18を記録して予選を通過。決勝ではさら
に記録を伸ばし66㍍ 75で見事優勝を飾りました。
　大舞台で大きな壁を乗り越えて2人でつかんだ全国の頂点。元君は「皆さん
らの応援で優勝することができた。今後も競技を続け自らの可能性を高めた
い」と更なる飛躍を誓い、晃一監督は「頑張れば成し遂げることができるこ
とを発信できた」と元君の努力をたたえました。

陸前高田を彩る夏の風物詩

市役所からのお知らせ
国勢調査の実施
災害弔慰金の支給申出
臨時福祉給付金の受付開始

健康だより
シニア幸せ教室
介護お茶のみ話

生涯学習情報
はまらっせあ

気仙風土記



うごく七夕まつり
気仙町けんか七夕まつり
気仙川花火大会
下矢作灯篭七夕
気仙川川開き

　

多
く
の
人
を
魅
了
す
る
陸

前
高
田
の
夏
。
そ
れ
は
地
域

や
絆
、
心
を
つ
な
ぐ
気
持
ち

に
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
。
伝

統
を
守
り
、
愛
す
る
思
い
が

伝
わ
る
か
ら
―
。

　

古
里
の
面
影
を
残
す
地
で

行
わ
れ
た
最
後
の
七
夕
祭

り
。
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と

早
期
復
興
を
願
い
、
慣
れ
親

し
ん
だ
道
を
一
歩
一
歩
進
ん

だ
。
歴
史
を
刻
み
、
復
活
を

果
た
し
、
次
世
代
に
引
き
継

が
れ
る
祭
り
の
魂
。
今
年
も

陸
前
高
田
の
夏
の
風
物
詩
が

人
々
の
心
に
ま
た
一
つ
刻
ま

れ
た
。

陸
前
高
田
を
彩
る

夏
の
風
物
詩

　高田町のうごく七夕まつりには11組の祭組が参加。真夏の日差
しが照りつける中、華やかな山車が掛け声に合わせて、古里の記憶
が残る道を練り歩いた。夜には明かりに照らされた山車の装飾が輝
きを放ち、被災地の夕闇を美しく彩った。

華麗8
月
7
日

　下矢作地区の灯
とう

篭
ろう

七夕山車が42年ぶりに復活。祭りばやしが響
き渡り、華やかな山車が練り歩き住民から拍手と歓声が上がった。
夜には、ろうそくがともされた山車が運行。柔らかい光を放ちなが
ら夕闇の町並みを幻想的に飾った。

復活8
月
15
日



　

多
く
の
人
を
魅
了
す
る
陸

前
高
田
の
夏
。
そ
れ
は
地
域

や
絆
、
心
を
つ
な
ぐ
気
持
ち

に
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
。
伝

統
を
守
り
、
愛
す
る
思
い
が

伝
わ
る
か
ら
―
。

　

古
里
の
面
影
を
残
す
地
で

行
わ
れ
た
最
後
の
七
夕
祭

り
。
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と

早
期
復
興
を
願
い
、
慣
れ
親

し
ん
だ
道
を
一
歩
一
歩
進
ん

だ
。
歴
史
を
刻
み
、
復
活
を

果
た
し
、
次
世
代
に
引
き
継

が
れ
る
祭
り
の
魂
。
今
年
も

陸
前
高
田
の
夏
の
風
物
詩
が

人
々
の
心
に
ま
た
一
つ
刻
ま

れ
た
。

　東日本大震災から4年5カ月となるこの日。追悼と復興の祈りを
込めた気仙川花火大会が竹駒町の気仙川河川敷で開かれた。色とり
どりの美しい花火が陸前高田市の夏の夜空と気仙川の水面に大輪の
花を咲かせた。

魅了8
月
11
日

　900年以上の歴史と伝統を誇る気仙町けんか七夕まつりは、２組
の祭組が昼と夜に約15㍍のかじ棒を力強くぶつけ合い熱戦を繰り
広げた。緊張感が漂い熱気に包まれた勇壮な祭りは多くの観衆を魅
了。“天まで届け”と鎮魂のけんか七夕ばやしが響き渡った。

勇壮8
月
7
日

　先祖や震災犠牲者の鎮魂を祈る「気仙川川開き」が気仙町で行わ
れ、約700個の灯籠が川面に美しく映えた。流灯に合わせて三味線
弾き唄いや篠笛演奏、けんか七夕ばやしが披露。気仙川を流れる灯
籠を前に住民や帰省客は静かに手を合わせた。

祈り8
月
15
日



スマート国勢調査！

平成27年国勢調査を実施します
インターネットでの回答をお願いします

総務省・岩手県・陸前高田市

■設置期間／平成27年10月31日まで
■受付時間／午前8時～午後9時（土・日・祝日にも利用できます）
※電話をかけ間違えないように注意してください。
※ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定電話の場合、全国
一律で市内通話料金で利用できます。携帯電話・PHSの場合は、
それぞれ所定の通話料金となります。
※IP電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料金となります。

0570-07-2015
〈国勢調査コールセンター〉

※IP電話の場合　03-4330-2015

●　国勢調査は平成27年10月1日現在、日本に住ん
でいるすべての人および世帯が対象です。

●　平成27年国勢調査は、少子高齢化が進む日本の
未来を描くために、欠かすことのできないデータ
を得るために実施するものです。

　　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定め
られているほか、社会福祉や雇用政策、生活環境
の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために
役立てられます。

●　今回の調査では、先にインターネットでの回答
を受け付け、インターネットで回答されなかった
世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。
紙の調査票は調査員に直接提出するか、郵送によ
り提出することができます。

　　９月10日から調査員がインターネット回答のた
めの書類を配布しますので、できるだけインター
ネットを利用して回答してください。

●　調査員は、その身分を証明する「国勢調査員証」
を携帯しています。調査員を装った不審な訪問者
や不審な電話、電子メールなどに注意してくださ
い。

　　不審に思ったときは回答しないで、速やかに総
務課行政係または下記コールセンターなどに連絡
してください。

●　国勢調査には統計法により調査票に記入して提
出する義務（報告義務）が定められています。

●　調査員をはじめとする国勢調査に従事する人に
は、統計法により個人情報を保護するための厳格
な守秘義務が課せられています。調査票の記入内
容は厳重に守られます。

●　国勢調査では金銭を要求することはありません。
また、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番
号などを聞くこともありません。

◆問い合わせ先…総務課行政係（内線163）

2015年（平成27年）９月１日号 ④



市役所からのお知らせ

　

ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
を
受
講
し

た
子
育
て
応
援
員
が
、
子
育
て

期
間
中
の
保
護
者
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
に
育
児
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
…
❶
家
事
支
援
（
買
い

物
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
）
❷
育

児
支
援
（
自
宅
や
指
定
し
た
場

所
で
の
託
児
、
沐
浴
の
手
伝
い

な
ど
）　

※
❶
❷
の
同
時
受
付
は

安
全
確
保
の
た
め
不
可

◆
対
象
…
市
内
に
住
所
を
有
す

る
妊
産
婦
ま
た
は
乳
幼
児
の
い

る
家
庭

◆
料
金
…
無
料　

※
但
し
利
用

は
合
計
10
時
間
ま
で

◆
時
間
…
７
時
～
20
時　

※
原

則
１
日
２
時
間
以
内

◆
申
込
方
法
…
利
用
す
る
た
め

に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

社
会
福
祉
課
で
配
布
す
る
用
紙

に
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
福
祉

課
児
童
福
祉
係
（
内
線
２
３
４
）

　

妊
婦
の
不
安
を
解
消
し
た
り

妊
娠
や
出
産
、
育
児
で
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
紹
介

し
た
り
す
る
た
め
、
出
産
ま
で

に
１
度
、
助
産
師
、
保
健
師
が

子
育
て
応
援
ヘ
ル

パ
ー
事
業
を
開
始

　自衛隊岩手地方協力本部では、国の平和と安全を守る「防衛」や自然災害、海難事故などの「災害派遣」や「国
際貢献」などの仕事に従事する自衛官を募集します。

募集種目 資格 受付期間 試験期日 待遇・その他

防衛大学校学生
※一般前期

高 卒（ 見 込 含 ）
20歳までの人

9月5日㊏
〜

30日㊌

1次…11月7日㊏・8日㊐
2次…12月8日㊋〜 12日㊏

修学年限4年。卒業後1年で3等
陸・海・空尉。

防衛医科大学校医
学科学生

高 卒（ 見 込 含 ）
20歳までの人

1次…10月31日㊏・11月1日㊐
2次…12月16日㊌〜 18日㊎

修学年限6年。医師免許取得後、
2等陸・海・空尉。

防衛医科大学校看
護学科学生
※自衛官候補看護
学生

高 卒（ 見 込 含 ）
20歳までの人

1次…10月17日㊏
2次…11月28日㊏・29日㊐

修学年限4年。卒業後約1年で3
等陸・海・空尉。

◆問い合わせ先…岩手地方協力本部釜石地域事務所☎0193・23・7854

自衛官の募集

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す

出
産
ま
で
に
「
妊
婦

訪
問
」
で
相
談
を

妊
婦
を
助
産
師
・
保
健
師
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
里
帰
り
な
ど
、
妊
婦

の
状
況
に
合
わ
せ
て
対
応
し
ま

す
。
訪
問
日
を
調
整
す
る
た
め
、

妊
娠
６
～
８
カ
月
頃
に
本
人
へ

連
絡
し
ま
す
。
訪
問
日
の
指
定

を
希
望
す
る
人
は
担
当
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
０
）

　

津
波
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
な

ど
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

死
亡
を
は
じ
め
、
避
難
所
で
の

生
活
で
体
調
を
崩
し
死
亡
す
る

な
ど
、「
震
災
関
連
死
」で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
遺
族
に
は
災
害
弔
慰

金
や
義
援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
市
は
遺
族
か
ら
の
同
意
や

主
治
医
か
ら
の
聞
き
取
り
、
医
療

機
関
か
ら
の
資
料
収
集
な
ど
、
震

災
と
の
関
連
性
を
調
査
し
ま
す
。

　

申
し
出
は
、
死
亡
し
た
人
に

関
す
る
書
類
（
平
成
22
年
3
月

か
ら
亡
く
な
る
ま
で
に
発
行
さ

れ
た
、
り
災
証
明
書
、
退
院
証

明
書
、
病
状
説
明
資
料
、
診
断

書
、
診
療
報
酬
明
細
書
、
お
く

す
り
手
帳
、
障
が
い
者
手
帳
な

ど
）
を
被
災
者
支
援
室
の
窓
口

に
持
参
し
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
は
県
の
災
害
弔
慰
金
等

支
給
審
査
会
で
行
わ
れ
ま
す
。
審

査
の
結
果
、「
震
災
関
連
死
」と
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
震
災
関
連
死
の
事
例
】

　

❶
津
波
に
の
ま
れ
肺
炎
を
発

生
し
て
死
亡
❷
震
災
直
後
、
医

療
行
為
や
介
護
行
為
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず
死
亡
❸
避
難
所
生
活

に
よ
り
衰
弱
し
て
死
亡
―
な
ど
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
被
災
者
支

援
室
（
内
線
３
４
１
）

震
災
関
連
死
に
よ
る
災

害
弔
慰
金
の
支
給
申
出

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

⑤



　

28
年
3
月
の
商
品
化
に
向
け

て
、
市
内
飲
食
店
有
志
な
ど
で

開
発
し
て
い
る
「
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
」。
毎
月
シ
リ
ー
ズ
で
取

り
組
み
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

７
回
目
の
開
発
会
議
は
、
7

月
22
日
に
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
ご
当
地
グ
ル

メ
を
先
行
し
て
開
発
し
た
青
森

県
平
内
町
や
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
る
田
子
町
か
ら
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
を
迎
え
、
25
人
が
集
う

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
柱

と
な
る
ホ
タ
テ
の
刺
身
と
ワ
カ

メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
加
え
、
ホ

タ
テ
の
唐
揚
げ
串
や
ジ
ェ
ノ
ベ

ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
、

給
食
で
な
じ
み
の
あ
る
鮭
ワ
カ

陸
前
高
田
市
ご
当
地

グ
ル
メ
開
発
物
語

Vol.8

メ
ご
飯
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
調
理
人
の
皆
さ
ん
が
試
作

会
議
を
行
う
な
ど
努
力
を
重
ね
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
彩
で
、
素

材
の
切
り
方
な
ど
に
こ
だ
わ
り

が
出
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ヒ
ロ
中

田
さ
ん
（
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
）
か
ら
は
新
た
な
課

題
も
出
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
は

料
理
の
器
や
盛
付
け
用
の
盆
な

ど
も
検
討
す
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
商
工
観
光

課
観
光
交
流
係
（
内
線
３
８
４
）

　

平
成
27
年
５
月
11
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
の
開
館
を
記
念
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

震
災
後
に
支
援
を
い
た
だ
い

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
を

迎
え
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
市

制
施
行
60
周
年
の
節
目
に
、
市

勢
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
開
館
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
出
演
者
…
白
井
貴
子
・
こ
ん

ち
は
る
・
サ
ス
ケ
・
立
川
俊
之
・

ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
（
敬
称
略
）

◆
日
時
…
9
月
22
日
㊋
㊗
14
時

30
分
～
17
時
30
分　

※
開
場
14

時
～　

◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ホ
ー
ル
）

陸
前
高
田
市
制
施
行
60
周
年
記
念

◆
定
員
…
３
４
０
人

◆
入
場
料
…
無
料　

※
入
場

に
は
整
理
券
が
必
要

◆
そ
の
他
…
整
理
券
は
9
月

1
日
㊋
か
ら
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
1
階
事
務
室
で
配
布

し
ま
す　

※
定
員
に
達
し
た

場
合
は
配
布
終
了

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ま
ち
づ

く
り
戦
略
室
（
内
線
１
７
３
）

2015年（平成27年）９月１日号 ⑥



市役所からのお知らせ

　

秋
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
山
中
だ

け
で
な
く
、
農
作
物
を
狙
い
人

里
に
も
現
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
出
会
わ
な

い
よ
う
に
❶
早
朝
や
夕
方
は
農
作

業
な
ど
の
活
動
は
控
え
る
。
❷
野

外
で
活
動
す
る
と
き
は
、
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
に
鈴
や
ラ

ジ
オ
な
ど
音
が
鳴
る
も
の
を
身

に
付
け
る
。
❸
ク
マ
を
引
き
寄

せ
な
い
た
め
、
人
家
の
周
辺
に

残
飯
や
廃
棄
農
作
物
を
放
置
し
な

い
―
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
農
林
課
林

政
係
（
内
線
４
７
１
）

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
過
去

10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。
国
民
年
金

保
険
料
は
２
年
経
過
す
る
と
時

効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
平
成

27
年
９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
に
は
10
月
１
日
か
ら
３

年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
間
に

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
５
年
の
後
納
制
度
」
が
始
ま

り
ま
す
が
、
10
年
の
後
納
制
度

よ
り
も
納
付
で
き
る
期
間
が
短

く
、
保
険
料
の
加
算
額
が
高
く

な
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
は

後
納
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
一
関
年
金
事
務

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
ま
た

は
一
関
年
金
事
務
所
☎
０
１
９

１
・
２
３
・
４
２
４
６

収
穫
の
秋
に
注
意
！

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没

平
成
27
年
９
月
30
日
で
終
了

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る

「
10
年
の
後
納
制
度
」

虐待かもと思ったら
児童相談所「189番」へ

　10月以降、住民票のある住所に
マイナンバー（個人番号）通知カ
ードの送付が始まります。次に該
当する人は、カードの送付前に居
住情報の登録が必要です。◆対象
者…❶東日本大震災の被災者で住
所地以外の場所に避難している人
❷児童虐待などの被害者で住民票
を残して別の場所に住んでいる人
❸一人暮らしで長期間、医療機関
などに入院・入所している人❹や
むを得ない事情により住所地で郵
便物を受け取れない人◆登録方法
…申請書は市民環境課窓口または
総務省ホームページでダウンロー
ドできます。9月25日㊎までに住
民票のある市区町村に提出してく
ださい
◆問い合わせ先…市民環境課市民
係（内線133）

　児童虐待とは❶身体的虐待…殴
る、蹴る、叩く、投げ落とす、や
けどを負わせる、溺れさせるなど
❷性的虐待…子どもへの性的行
為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にするなど❸ネグ
レクト…家に閉じ込める、食事を
与えない、ひどく不潔にする、自
動車に放置するなど❹心理的虐待
…脅し、無視、きょうだい間での
差別的扱い、子どもの前での家族
暴力（DV）など―です。子ども
を守るためには皆さんの早期通報
などの協力が必要です。通報者の
秘密は守られます。
◆問い合わせ先…社会福祉課家庭
相談室☎�4830

マイナンバーの通知カード
送付先の申請はお早めに

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

る
低
所
得
者
の
負
担
を
緩
和
す

る
た
め
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で
居

住
地
が
あ
る
自
治
体
で
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
対
象
者
…
次
の
要
件
を

二
つ
と
も
満
た
す
人
❶
平
成
27

年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
❷
生
活
保

護
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人　

※
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
人
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
に
な
っ
て
い
る
人
は
対
象

外
で
す

◆
給
付
額
…
1
人
6
千
円

◆
申
請
受
付
…
9
月
1
日
㊋
〜

平
成
28
年
2
月
29
日
㊊　

※
対

象
者
に
は
8
月
末
日
に
申
請
書

類
な
ど
を
送
付
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
【
制
度
に

つ
い
て
】
厚
生
労
働
省
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
３
７
・

１
９
２
【
申
請
方
法
に
つ
い
て
】

社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
内

線
２
３
４
）

所
得
の
低
い
人
の
負
担
を
緩
和

9
月
か
ら
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付
開
始

⑦



シ
ニ
ア
幸
せ
教
室

　

暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

少
し
ず
つ
秋
の
風
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

“
秋
”
と
聞
い
て
何
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
？　

運
動

の
秋
、
食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

読
書
の
秋
、
紅
葉
の
秋
と
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
季
節
を
楽
し
み

な
が
ら
何
か
に
取
り
組
む
こ
と

は
心
を
生
き
生
き
と
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
分
の
秋
を

思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
“
○
○
の
秋
”
と
聞
か
れ
た
ら
、

食
欲
の
秋
と
思
い
つ
く
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
秋
に
は
サ
ン

マ
や
リ
ン
ゴ
、
米
な
ど
、
お
い

し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
収
穫

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
食
欲
の
秋

を
健
康
的
に
送
る
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

　

旬
の
食
材
は
「
美
味
し
い
」

旬
を
食
べ
て
元
気
に

「
体
に
い
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
理
由
は
最
も
栄
養
価
が
高

ま
る
時
期
に
収
穫
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
旬
に
収
穫
し
た
食
材
は

味
も
良
く
、
栄
養
分
が
最
も
高

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
季
節
外

れ
の
食
材
と
比
べ
て
栄
養
価
は

倍
以
上
で
す
。
野
菜
の
栄
養
は
、

人
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

非
常
に
大
切
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

良
質
な
栄
養
分
を
効
率
的
に
摂

取
で
き
る
旬
の
野
菜
は
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
皆
さ
ん
に
お
薦

め
の
食
材
で
す
。

　

さ
ら
に
、
気
温
が
徐
々
に
下

が
り
始
め
る
秋
の
野
菜
は
体
の

中
に
養
分
を
蓄
え
て
冬
に
備
え

ま
す
。
作
物
が
越
冬
す
る
た
め

に
体
を
作
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

養
分
を
取
る
こ
と
で
私
た
ち
の

体
の
中
に
も
蓄
積
型
養
分
を
作

り
ま
す
。
体
に
や
さ
し
く
、
辛

み
や
塩
味
の
効
い
た
夏
の
料
理

運
動
の
秋
！　

食
欲
の
秋
！　

芸
術
の
秋
！

そ
し
て
介
護
予
防
の
秋
！

で
疲
れ
気
味
と
な
る
胃
や
腸
の

調
子
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。
涼

し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
体
を
冷

や
す
夏
野
菜
の
多
食
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　　

　

ま
た
、「
よ
く
か
む
こ
と
」
で

栄
養
の
吸
収
率
も
高
ま
り
ま
す
。

同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
栄
養
の

吸
収
率
が
異
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
か
む
こ
と
は
老
化
予
防
や

美
容
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
「
旬
の
食
材
を
食
べ
る
こ
と
」

「
よ
く
か
む
こ
と
」
で
、
効
果
的

に
栄
養
を
取
り
入
れ
、
自
分
の

体
を
い
た
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
日
の
食
事
に
一
品
旬
の

野
菜
を
取
り
入
れ
た
り
、
食
事

の
と
き
に
５
回
多
く
か
ん
で
み

た
り
す
る
な
ど
、
生
活
の
中
で

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

一
本
松
ク
ラ
ブ
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
運
動
を
始
め
て
み
た
い
」

「
な
に
か
を
始
め
て
み
た
い
」
と

い
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
人
で
何
か
を
始
め
る
こ
と
や

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で

す
。
仲
間
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
で
楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

一
本
松
ク
ラ
ブ
で
楽
し
み
な
が

ら
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
…
長
寿
社
会

課
介
護
予
防
担
当
（
内
線
２

０
５
）

【日時・会場・内容】　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳しくはチラシを確認してください
月 日 時　間 会　　　場 内　　容

9

1㊋ 10:00～11:30 米崎地区コミュニティセンター 膝痛と腰痛を防ごう
2㊌ 10:00～12:30 矢作地区コミュニティセンター 健康講話と食事会

10㊍

10:00～11:30

竹駒地区コミュニティセンター 膝痛と腰痛を防ごう
11㊎ 広田町喜多公民館 薬の正しい飲み方
15㊋ 米崎地区コミュニティセンター 膝痛と腰痛を防ごう
16㊌ 矢作地区コミュニティセンター 認知症を予防しよう
24㊍ 竹駒地区コミュニティセンター 膝痛と腰痛を防ごう
29㊋ 生出地区コミュニティセンター 認知症を予防しよう
30㊌ 市コミュニティホール 懐メロで認知症を予防しよう

仲
間
と
一
緒
に
始
め
よ
う

一
本
松
ク
ラ
ブ
で
楽
し
も
う

【
秋
の
野
菜
】
サ
ツ
マ
芋
、
里

芋
、
ジ
ャ
ガ
芋
、
長
芋
、
ゴ

ボ
ウ
、
春
菊
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
、

シ
イ
タ
ケ
、
シ
メ
ジ
、
マ
イ

タ
ケ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
玉

ネ
ギ
、ニ
ン
ジ
ン
、レ
ン
コ
ン
、

エ
リ
ン
ギ
な
ど

2015年（平成27年）９月１日号 ⑧



地域包括支援センター発 !

健康だより

介護お茶のみ話 その11

カルシウムの豊富な食品　　※食品名（一回あたりの使用目安量）⇒カルシウム量（　）
　カルシウムは新しい骨や歯の細胞をつくり、精神を安定させる神経やホルモンの働きにも作用します。　
◆牛乳（コップ一杯200　）⇒230　　◆プロセスチーズ（2切れ30㌘）⇒190　
◆木綿豆腐（半丁130㌘）⇒180　　◆高野豆腐（1個20㌘）⇒130　
◆ひじき（1鉢10㌘）⇒180　　◆こまつな（1鉢80㌘）⇒140　　
カルシウムの摂取を助ける食品
◆タンパク質…さかな類、肉類、卵、豆・大豆製品、乳製品
◆マグネシウム…ヒジキ、納豆、木綿豆腐、アーモンド、サツマイモ
◆ビタミンK…ひきわり納豆、パセリ、シソ、モロヘイヤ、春菊、カブ、大根
◆ビタミンD…シラス、サケ、サンマ、アジ、シメジ、干しシイタケ

毎日の食事でロコモ対策！

「骨」を強くする食事

「筋肉」を強くする食事

きちんと食べて「ロコモに負けない身体」を

　ロコモティブシンドローム（運動器症候群）、通称
ロコモは、骨や関節、筋肉・神経系などの運動に関す
る機能が衰えることで、立つ、歩くなどの日常生活動
作に支障が出ることをいいます。

　ロコモの予防には、運動に加えて、骨や筋肉の元と
なる食事をきちんと取ることが重要です。
　前回の運動に引き続き、今回は栄養について紹介し
ます。　

　骨は古くなると壊され新しい骨が作られます。骨は
常に生まれ変わっています。そのときに骨をつくる材
料が不足していると、骨がスカスカ（骨粗しょう症）
になり、骨折しやすくなります。骨をつくる材料で最
も重要な栄養素はカルシウムですが、日本人は不足が

ちです。骨粗しょう症の予防には、1日700~800㍉㌘
のカルシウムを取ることが勧められています。
　さらに、カルシウムの吸収を高めるタンパク質やビ
タミンD、骨を形成するマグネシウムをいっしょに取
ると効果的です。

　せっかく運動しても、食事をきちんと取らなければ、
やせて筋肉が減ってしまいます。筋肉の量を増やし、
筋力を高めるためには骨と同様に材料が必要です。
　最も重要なのは、タンパク質です。さらに、エネル
ギー源となる炭水化物や脂質もしっかり取ることが大
切です。エネルギーが不足していると、体は筋肉を構

成するタンパク質を使ってエネルギーを生み出そうと
するからです。
　さらに、タンパク質の効果をより高めてくれるのが
ビタミンB₆です。ビタミンB₆はマグロの赤身やカツオ、
赤ピーマン、キウイ、バナナに多く含まれています。

　体は「食べたもの」だけで出来ています。今の自分
は、これまで食べてきたものの結果と言えます。そし
て、未来の自分は、これから食べるもので選択できま

す。運動と合わせて、食事にも気を使ってロコモに負
けない健康な体をつくりましょう。

◆問い合わせ先…市地域包括支援センター（内線205・206）

ミリ
リットル

ミリ
グラム

ミリ
グラム

ミリ
グラム

ミリ
グラム

ミリ
グラム

ミリ
グラム

ミリ
グラム
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祝いの百寿
　戦争や三陸津波、チリ地震津波、東
日本大震災―。
　大正、昭和、平成と激動の時代を懸
命に歩み、めでたく100歳の誕生日を
迎えた5人の皆さんを紹介します。

熊谷ナツヨ さん

小友町松山前
大正4年7月22日生まれ

　ナツヨさんは今でもタオル
をたたむなど、自分でできる
ことは進んで取り組みます。
大好きな食べ物はチョコレー
トや砂糖あめなどの甘い物
で、毎日の食事も楽しんでい
ます。手先がとても器用で、

そろばんや裁縫が得意。綿入
れや着物をたくさん作り、親
戚や近所の人に配ったそうで
す。　
　家族や友人に祝福を受けた
ナツヨさんは、うれしそうに
笑顔で応えていました。

自らできることは進んで取り組む

熊谷タヨリ さん

竹駒町下壺
大正4年8月11日生まれ

　タヨリさんは手先が器用
で、糸取りの仕事では表彰を
受けたことがあるそうです。
地元では長年、製材所に勤め
ました。
　食事は好き嫌いがなく何で
も食べると話します。編み物

や算数の問題に取り組むこと
が長寿の秘けつ。今でも物忘
れが少ないそうです。
　お祝いの花束を受け取ると

「誕生会を開いていただき本
当にありがとうございます」
と涙を浮かべ感謝しました。

家族や友人からの祝福に涙で感謝

及川ミサオ さん

小友町獺沢
大正4年7月20日生まれ

　19歳で菊
きく

三
さぶ

郎
ろう

さんと結婚。
子4人、 孫12人、 ひ 孫10人、
玄孫2人がいます。農作業に
励み、現在は長男の輝

てる

光
みつ

さん
夫婦と仮設住宅団地に暮らし
ています。これまで大きな病
気もなく日課の散歩を楽しん

でいます。長寿の秘けつは規
則正しい生活と良く食べて笑
うこと。
　ミサオさんは「長寿のもち」
にともされたろうそくの火を
吹き消し「どうもありがとうご
ざいます」とほほ笑みました。

特製「長寿もち」で100歳を祝う

荻原ミノヘ さん

横田町槻沢
大正4年7月18日生まれ

　横田町生まれで子9人、孫
4人、ひ孫4人に恵まれまし
た。家業の農林業に励みなが
ら家庭を支え、昔から何事に
も手を抜かず一生懸命に取り
組む真面目な性格でした。大
好きな食べ物は芋類。近所の

人とお茶を飲みながら会話を
楽しんでいたそうです。
　孫の英

ひで

明
あき

さんは「100歳ま
では生きたいと話していまし
た。これからも元気で長生き
してほしい」と祝いの日に感
激していました。

農林業に励み家族を支える

残間テル子 さん

竹駒町相川
大正4年8月3日生まれ

　22歳で秀
ひで

治
じ

さんと結婚。子
４人、孫９人、ひ孫６人に恵
まれました。昔から農作業が
大好きで、収穫した野菜を近
所に配るなど交流を楽しんで
いました。手先が器用で針仕
事など手芸が得意と話し、特

に編み物が大好きで、ひ孫に
手編みの襟巻を贈ったりした
そうです。
　娘の紺野てつ子さんは「元
気でいてくれて感謝していま
す。これからも長生きしてほ
しい」と喜んでいました。

大好きな野菜づくりで交流を楽しむ
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健康だより

●
「
健
康
寿
命
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

健
康
寿
命
と
は
健
康
上
の
問

題
が
な
く
、
日
常
生
活
が
送
れ

る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
に
は
、
男
性
で
９
年
、
女
性

で
12
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。
健

康
寿
命
を
延
ば
し
、
平
均
寿
命

と
健
康
寿
命
の
差
を
小
さ
く
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

合
言
葉
は
「
１
に
運
動　

２
に

食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後

に
薬
」

●
プ
ラ
ス
10
分
間
今
よ
り
多
く

体
を
動
か
す

　

健
康
づ
く
り
に
は
日
々
の
適

度
な
身
体
活
動
が
大
切
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
家
事
、
庭
い

じ
り
な
ど
、
今
よ
り
10
分
間
多

く
体
を
動
か
す
だ
け
で
健
康
寿

命
は
伸
ば
せ
ま
す
。
乗
り
物
を

使
わ
ず
に
歩
く
、
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
な

ど
、
普
段
の
生
活
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

●
プ
ラ
ス
一
皿
野
菜
を
増
や
す

　

大
人
が
１
日
に
必
要
と
す
る

野
菜
の
摂
取
量
は
、
三
五
〇
ɡ
。

こ
れ
は
、
日
本
人
の
平
均
摂
取

量
に
、
も
う
一
皿
加
え
た
量
に

相
当
し
ま
す
。
野
菜
は
体
の
調

子
を
整
え
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
も
効
果
的
で
す
。
健
康
の

た
め
に
野
菜
を
し
っ
か
り
と
摂

る
食
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
そ
し
て
︑
禁
煙

　

タ
バ
コ
は
が
ん
や
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
多
く
の
病
気
を
引

き
起
こ
す
要
因
で
す
。
ま
た
、

喫
煙
は
吸
っ
て
い
る
本
人
だ
け

で
な
く
周
り
の
人
の
健
康
に
も

悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
の
機

会
に
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

●
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

十
月
か
ら
特
定
健
診
、
が
ん

検
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
自
分

の
健
康
状
態
を
知
り
、
日
々
の

生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
１
）

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

4 0 2

9月の診療日程
● 第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所
期　日 診療（受付）時間 診　　療　　科

9月5日㊏ 15:00〜18:00 内科系、外科系、小児科、心療内科
6日㊐ 11:00〜16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

12日㊏ 15:00〜18:00 内科系、小児科、心療内科
13日㊐ 11:00〜16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
19日㊏ 15:00〜18:00 内科系、外科系、小児科、心療内科
20日㊐

11:00〜16:00

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
21日㊊㊗ 外科系
22日㊋㊗ 内科系
23日㊌㊗ 外科系

26日㊏ 15:00〜18:00 内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心
27日㊐ 11:00〜16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

・診療科は日によって異なります。都合により変更になる場合があります。
・毎週土曜日と日曜日に心療内科を開設しています。子どもの精神的なサポートを目的に、

県内外の専門医による「子どもの心のケア」の診療科も開設しています。両診療科と
も受診するときは原則として予約が必要です。詳しくは問い合わせてください。

・高田診療所は、平成28年３月で診療を終了します。

期　　日 診療（受付）時間 予約受付時間
9月   2日㊌

15:00〜17:00 要予約。当日の10:00から電
話予約を受け付けます。

9日㊌
16日㊌
30日㊌

◆問い合わせ先…高田診療所☎�2110 ※診療日だけ通話可

期　　日 診療（受付）時間
9月  7日㊊

8:00〜11:30、14:00〜17:30
8日㊋

28日㊊
29日㊋

◆問い合わせ先…鵜浦医院☎�2125

岩手県医師会高田診療所

岩手医大の皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所） 鵜浦医院の皮膚科診療日程

九
月
は
健
康
増
進
普
及

月
間
で
す
！

◆場所…竹駒町字滝の里（薬
王堂滝の里店となり）
◆開院期日…10月1日㊍～
◆診療時間…9:00～17:00
◆診療科…内科、整形外科
◆休診日…日曜日、祝日
◆その他…水曜日、土曜日の
診療時間は12:30まで。整形
外科の診療は金曜日だけ。希
望により訪問診療も行います
◆問い合わせ先…済生会陸前
高田診療所☎㉒7515

済生会陸前高田仮設
診療所が開院
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生涯学習情報

文化財ニュース

博物館だより

　市内児童を対象にした土曜子ども教室「たかた子どもキャンパス」は、7月から市
コミュニティホールでスタートしています。原則土曜日の開催ですが夏休み期間中は
平日にも開催しました。その活動の様子を紹介します。
　「夏休みがもっと楽しくなる本」と題したブックトークが7月30日、子ども図書館
ちいさいおうちの協力で開かれました。楽しく分かりやすく数種類の本を魅力的に紹
介し、子どもたちは自分のお気に入りの1冊を見つけていました。
　「浴衣着付け体験と七夕遊び」は8月6日に行われ、金野ヨシ子先生（米崎町）に普
段着ることのない浴衣の着付けを教わりました。浴衣姿を前に参加した子どもたちは
満足気な様子でした。最後は七夕飾りや短冊をつるした笹を市コミュニティホールに
飾りました。
　市内在住の外国人の皆さんを先生に迎え「英語であそぼう」を8月8日に開催。体
や顔の呼び方を英語で覚えたり、上下や左右を英語で表現したりして、楽しく英語を
話しながら「福笑い」に挑戦しました。
　「たかた子どもキャンパス」では参加を希望する小学生や教室の運営に協力してく
れる大人を募集しています。詳しくは、生涯学習課までお問い合わせください。

土曜子ども教室　「たかた子どもキャンパス」で体験・交流

　広田町にある本市唯一の国指定史跡の中沢浜貝塚で8月1日、発掘調
査の現地説明会が行われました。猛暑の中、約40人が参加。これまで
行われた発掘調査の状況や、平成28年度を目途に整備される歴史防災
公園の内容について、現地を回りながら説明しました。
　説明会では、市指定文化財の中沢浜貝塚から出土した骨角器や史跡周
辺の2カ所で実施したボーリング調査（地下約10m）の実物標本を展示しました。
　参加者からは、昔の遺跡周辺の様子などの情報提供や遺跡に関するさまざまな質問があり、有意義な説
明会となりました。
　これからも歴史や文化を“感じる”ことができる催しを企画します。皆さんの参加をお待ちしています。

　日本文化財科学会主催の講演会は9月20日、市コミュニティホールで開催され
ます。本市を始めとする沿岸被災地域での被災文化財レスキューの活動や、救出
した文化財の保護を通して「どのようなことが行われ」「どのようなことが分か
ったのか」を県内外の人たちがさまざまな立場から発表します。
　発表のキーワードは「文化遺産」「継承」「自然科学」などで、本市の被災文化
財レスキュー活動を交えた分かりやすい内容です。参加費は無料で申し込みは不
要です。どなたでも参加できますので、この機会に「ふるさとの宝」を再認識し
てみてはいかがでしょうか。

歴史に思いをはせる「中沢浜貝塚」現地説明

－陸前高田からの視点―　被災文化財を守る

2015年（平成27年）９月１日号 ⑫



生涯学習情報生涯学習情報

　「生き物と出会い、陸前高田にあるものに気づく」をテーマにした「Ｇ
Ｏ！ＧＯ！キャンプin生出」は7月28日～ 29日の両日、生出地区の「ホ
ロタイの郷炭の家」で行われました。
　市内から20人の児童が参加。１泊２日でキャンプや川遊び、火起こし
などを楽しみながら体験しました。生出川では生き物を観察したり、ネ
イチャービンゴをしたりして、身の回りのさまざまな自然に気付く貴重
な機会となりました。
　最後はネイチャービンゴで見つけたものを班ごとに発表。思い出など
も感想文にまとめ、充実した２日間になりました。

　夏休み期間を利用した中高生によるボランティア活動が市内の事業所
で行われました。
　本年度は保育施設や介護老人施設の手伝いや祭りのイベントスタッフ、
花壇整備など、20カ所以上の事業所などと協力し、延べ200人以上の生徒が
ボランティア活動に参加しました。活動は生徒一人一人が選んだ事業所で
行われ、どの生徒も意欲的にさまざまな業務に取り組んでいました。
　一部のボランティア活動は、夏休み期間以降も継続して予定されてい
ます。今後、生徒の社会参画の意識が一層高まることで、地域行事など
での活躍が期待されます。

　成人教室「ヨーガ教室」が7月25日、小友地区コミュニティセンター
で開催されました。教室には親子や地域の子どもたちなど37人が参加し
て楽しみながらヨーガを体験しました。
　講師に神谷立

りゅうこ

子さん（盛岡市）を迎え、ヨーガの基本的なポーズや動
きをはじめ、「他人と比べない事」「愛情と執着は別物」などのヨーガの
考え方について学びました。
　教室では「子ども学習会」も行われ、夏休みの勉強などを地域ぐるみ
でサポートしました。

※教振とは…教育振興運動の略で、児童生徒
の親だけでなく、多くの大人が子どもに関わ
り、地域全体で子どもたちを育もうとする取
り組みや、地域が抱える子どもたちの教育課
題を皆で話し合い地域の特色を生かして解決
しようとする運動です。

ＧＯ！ＧＯ！キャンプin生出で自然体験

中高生ボランティアが地域で活躍
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地域だより

　高田自動車学校杯気仙地区ちびっ子野球大会は8月
1日から3日間、小友グラウンドと小友小グラウンド
で行われ熱戦が繰り広げられました。野球を通じて子
どもたちの健全育成を願い35回目を迎えた同大会に
は、気仙2市1町と遠野市、一関市から22チームが出場。
子どもたちは日差しが照りつけるグラウンドで懸命に
プレーし、父母らも大きな声援を送っていました。
　決勝では、米崎シェルズとさかり野球スポ少が対戦。
逆転につぐ逆転となり、最終７回でも決着がつかず試
合は延長戦となりました。８回裏に米崎シェルズが連
打で劇的なサヨナラ勝ちを決め、５－４で2連覇を成
し遂げました。

　奇跡の一本松を擬人化したDVD付き絵本「希望の
木」の出版記念イベント（東京法令出版企画・運営）
は8月13日、市コミュニティホールで開かれ、文を担
当した作家の新井満

まん

さんと、絵を担当した美術家の山
本二

に

三
ぞう

さんが作品に込めた思いを伝えました。
　新井さんは「生き残った人が果たすべき役割は命の
バトンを次世代に手渡すこと。力強く生き抜くことが
大切」と作品に込めた思いを説明。山本さんは絵の表
現点などを話し「絵を描くことで陸前高田市を支援し
ていきたい」と力強く話しました。
　絵本「希望の木」は全国の書店で販売され、売上金
の一部は東日本大震災復興支援に役立てられます。

米崎シェルズが2連覇達成

高田自動車学校杯気仙地区ちびっ子野球大会
絵本「希望の木」出版記念イベント

新井満さんと山本二三さんが思いを伝える

　田崎飛
あ す か

鳥さん（横田町）と水沼久
ひさ

直
なお

さん（矢巾町）
の「二人展」が8月11日から31日、竹駒町のひまわ
りハウスで開かれました。
　市内で初開催となる絵画展は、田崎さんと水沼さん
の長年の親交で実現したものです。「二人展」のテー
マは「祈り」。会場には田崎さんがアクリル絵具で描
いた作品5点と、水沼さんが油絵やフエルトペンで描
いた作品8点が展示されました。来場者は被災した陸
前高田市の風景などを描いた作品を真剣な表情で見つ
め、力強いメッセージに感動していました。
　飛鳥さんの父、實

みのる

さんは「被災地を忘れず、絵画に
込められた物語を感じてほしい」と願っていました。

「祈り」を絵画で表現

田崎飛鳥さんと水沼久直さんの「二人展」

　第46回全国中学校柔道大会は8月17日から19日、
北海道で行われ、伊藤江

え

梨
り

花
か

さん（第一中3年）が個
人48㌔級に出場し健闘しました。
　7月に行われた県中総体では5試合を勝ち抜き、全
国大会への初出場を決めました。江梨花さんは小学1
年から柔道を始め、毎日の練習で技を磨いてきました。
得意技は背負い投げと話します。
　全国大会では強い気持ちで１回戦に臨みましたが、
会場の雰囲気に圧倒され緊張したと話し、惜しくも優
勢負けで涙をのみました。江梨花さんは「全国の経験
を生かし、今後も諦めない気持ちを大切に目標に向か
ってがんばりたい」と活躍を誓いました。

夢の大舞台で健闘

全国中学校柔道大会に初出場

2015年（平成27年）９月１日号 ⑭



　

高
田
町
大
石
の
北
部
に
鳴
石

と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。
清
流

が
あ
り
、
そ
こ
に
横
た
わ
る
巨

岩
が
あ
っ
て
流
れ
が
激
す
る
と

沸
々
と
美
し
い
音
が
出
ま
す
。

こ
れ
が
鳴
石
の
名
の
起
こ
っ
た

原
因
と
い
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と

も
そ
の
巨
岩
は
す
で
に
な
く
な

り
ま
し
た
。
言
い
伝
え
に
よ
れ

ば
、
旧
村
社
を
造
営
す
る
時
に
、

こ
の
鳴
石
を
砕
い
て
石
材
と
し

て
使
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
は
独
り
そ
の
名

称
だ
け
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
鳴
石
と
い
う
所

は
武た

け
ひ
の
ち
ょ
う
じ
ゃ

日
長
者
と
い
う
方
の
邸
宅

の
跡
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ
の

構
内
は
今
で
は
き
わ
め
て
広
い

と
は
と
て
も
言
わ
れ
ま
せ
ん

が
、
僅
か
に
老
樹
一
松
を
残
す

の
み
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
か
つ
て
在
っ
た

老
樹
を
へ
だ
た
る
こ
と
僅
か
の

地
に
流
れ
に
沿
っ
て
一
つ
の
丘

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
高
さ
は

百
尺
ほ
ど
あ
り
、
こ
の
辺
一
帯

を
「
糠
の
森
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
倭
松
や
、
し
の
竹
な
ど

が
そ
の
上
に
生
じ
、
大
変
に
眺

め
の
良
い
所
で
し
た
。
ま
た
、

渓
流
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
余

丁
の
地
に
、
畳
石
と
名
付
け
ら

れ
て
い
る
大
き
な
石
が
あ
り
ま

す
。
高
さ
十
尺
、
方
四
歩
を
下

ら
ぬ
大
巨
岩
で
す
。
言
い
伝
え

に
よ
れ
ば
、
武
日
長
者
の
愛
娘

が
日
常
は
こ
こ
で
遊
ん
だ
所
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
長
者
の
先
祖
は
、
今
よ

り
一
千
有
余
年
も
の
昔
、
都
か

ら
東
征
に
見
ら
れ
た
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
命

の
副
将
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
武
日
長
者
の
関
係
す
る

次
の
よ
う
な
伝
説
も
あ
り
ま

す
。「
高
田
に
五
郎
と
い
う
貧

し
い
お
百
姓
が
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
し
こ
と
日
雇
い
働
き
を

し
て
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
根
が
正
直
で
信
心
の
志
も

厚
く
、
貧
し
い
身
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
伊
勢
参
宮
を
ぜ
ひ
行

い
た
い
も
の
と
念
願
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
費
用
に
し
た
い

と
毎
日
銭
三
文
ず
つ
を
家
の
後

ろ
に
建
て
た
小
さ
な
祠ほ

こ
ら

に
捧
げ

て
三
年
の
間
貯
め
ま
し
た
。
か

く
て
よ
う
や
く
三
貫
二
百
文
余

り
に
な
っ
た
の
で
、
内
心
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
貯
め
た
お
金
を
路
用
と
し
て

参
宮
し
よ
う
と
、
吉
日
を
選
び

ひ
そ
か
に
門
出
を
し
て
町
々
を

通
り
感
謝
の
念
を
捧
げ
な
が
ら

お
伊
勢
さ
ま
を
目
指
し
て
上
っ

て
行
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
桃
生
郡
（
宮
城
県
）

の
郎
ケ
沼
の
辺
り
を
通
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
、
年
の
頃
一
八
、九
歳

ば
か
り
の
美
し
い
娘
が
現
れ
て

五
郎
に
向
か
っ
て
『
そ
な
た
様

は
、
お
参
宮
に
登
ら
れ
る
と
お

見
受
け
す
る
。
こ
れ
を
幸
い
と
、

こ
の
文
を
上
方
の
母
の
も
と
へ

お
届
け
し
た
い
。
ど
う
ぞ
東
海

道
の
う
ち
五
郎
ケ
沼
の
辺
り
に

向
か
っ
て
ほ
し
い
も
の
…
。』

と
言
い
、『
奥
州
の
八
郎
沼
の

娘
よ
り
文
の
音
信
あ
り
』
と
お

呼
び
下
さ
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
母

の
方
、
立
ち
出
ず
べ
し
と
言
う

の
で
す
。
そ
の
時
（
母
が
姿
を

現
わ
し
た
時
）、
こ
の
文
を
届

け
賜
わ
ら
ば
、
母
は
お
そ
ら
く

定
め
し
『
こ
こ
へ
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
』
と
お
留
め
申
す
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
更
に
御
餞

別
と
し
て
黄
金
を
も
差
し
出
す

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
決
し
て

受
納
さ
れ
ず
に
、
龍
宮
の
宝
物

で
あ
る
万
年
磑う

す

と
申
す
も
の
を

所
望
な
さ
る
べ
し
と
教
え
る
の

で
す
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
取

り
ま
す
と
、
そ
の
後
は
米
の
無

い
所
に
宿
っ
て
も
、
こ
の
磑
を

立
て
て
置
け
ば
、
い
か
ほ
ど
で

も
米
に
不
自
由
な
く
得
ら
れ
る

重
宝
な
も
の
で
す
と
も
言
う
の

で
す
。
五
郎
は
び
っ
く
り
仰
天

し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
…
。
八
郎
沼
に
い
る
こ

の
娘
の
母
に
文
を
頼
ま
れ
、
そ

の
上
、
途
方
も
な
い
大
変
な
御

礼
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
で

す
」。

地 

名 

と 

歴 

史

ー
高
田
か
い
わ
い
⑱
ー
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（624）

金き
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・
文
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⑮



㊋
13
時
30
分
～
15
時
30
分
◆
会

場
…
朝
日
の
あ
た
る
家
（
米
崎

町
）
◆
参
加
費
…
１
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
朝
日
の
あ

た
る
家
☎
㊼
４
７
５
０

　

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る

人
を
対
象
に
朗
読
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。

◆
日
時
…
10
月
９
日
㊎
13
時
30

分
～
15
時
30
分
◆
会
場
…
竹
駒

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
…
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
ス

学
院
・
河
辺
邦
博
学
長
◆
定
員

…
先
着
10
人
◆
募
集
期
間
…
９

月
８
日
㊋
～
15
日
㊋
◆
申
し
込

み
…
市
図
書
館
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
図
書
館

☎
�
３
２
２
７
／
ＦＡＸ
�
３
４
８
５

　

シ
ン
ガ
ー
＆
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
お
お
た
か
静
流
さ

ん
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
に
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
で
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
大
友

剛
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
打
楽

器
奏
者
の
山
口
と
も
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
。
音
や
歌
、
ガ
ラ
ク

タ
あ
そ
び
、
マ
ジ
ッ
ク
を
交
え

た
愉
快
な
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

◆
日
時
…
９
月
８
日
㊋
16
時
45

分
～
17
時
45
分
◆
会
場
…
朝
日

の
あ
た
る
家
（
米
崎
町
）
◆
参

加
費
…
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
朝
日
の
あ

た
る
家
☎
㊼
４
７
５
０

　

気
づ
き
や
声
か
け
、
話
を
聴

く
、
見
守
る
―
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
14
日
㊊
14
時
〜

15
時
30
分
～
◆
会
場
…
市
役
所

東
棟
第
７
会
議
室
◆
内
容
…
簡

単
リ
ラ
ッ
ク
ス
運
動
、
市
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
こ
ろ
の
も

り
」
活
動
紹
介
◆
対
象
…
こ
こ

ろ
の
見
守
り
研
修
会
を
受
講
し

た
人
、
地
域
で
見
守
り
活
動
や

健
康
づ
く
り
な
ど
を
行
う
個
人

◆
日
時
…
９
月
５
日
㊏
、
12
日

㊏
９
時
～
16
時
◆
会
場
…
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
対
象
…

小
学
生
以
上
◆
そ
の
他
…
９
月

５
日
㊏
13
時
30
分
か
ら
同
会
場

で
保
護
者
を
対
象
に
し
た
家
庭

教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
（
内
線
２
５
４
）

◆
日
時
…
９
月
29
日
㊋
10
時
30

分
～
正
午
◆
会
場
…
小
友
グ
ラ

ウ
ン
ド
◆
定
員
…
15
人
◆
費
用

…
５
０
０
円　

※
協
会
員
は
無

料
◆
申
し
込
み
…
前
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で　

※

電
話
は
10
時
～
17
時
◆
そ
の
他

…
❶
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
❷
用
具
は
貸
し

出
し
ま
す
❸
飲
み
物
や
タ
オ
ル

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
❹

雨
天
時
や
津
波
警
報
、
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
教
室
を

中
止
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
総
合
型
り

く
ぜ
ん
た
か
た
☎
㊼
４
７
２
０

／
ＦＡＸ
�
２
８
９
２

　

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動
費
を
助

成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
県
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
…
❶
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
お
よ
び
県
、
市
町
村
を
構
成

員
と
す
る
協
議
体
❷
県
内
に
事

務
所
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
◆
助
成
対
象
期
間
…
補
助
金

交
付
決
定
日
～
平
成
28
年
3
月
31

日
◆
申
込
期
限
…
～
９
月
10
日
㊍

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
環
境
生

活
部
若
者
女
性
協
働
推
進
室
☎

０
１
９
・
６
２
９
・
５
１
９
９

 ◆
日
時
…
９
月
18
日
㊎
19
時
～

20
時
30
分
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
対
象
…
高
田

地
区
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は

住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人
◆

費
用
…
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
陸
前
高
田

ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
☎

㊼
４
７
７
６

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
・

知
人
、
認
知
症
の
こ
と
が
気
に

な
る
地
域
の
人
、
医
療
や
ケ
ア

の
専
門
職
な
ど
が
気
軽
に
集
ま

り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
ら

う
交
流
の
場
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
５
日
㊏
、
15
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動
助
成

復
興
支
援
の
担
い
手
の
運

営
力
強
化
実
践
事
業

募　
　
集

催　
　
し

お知らせ

INFORMATION

た
か
た
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う
！

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

こ
れ
か
ら
の
高
田
町
を
考
え
る

高
田
地
区
市
民
会
議

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ア
ッ
プ
ル
カ
フ
ェ
」

シ
ズ
リ
ン
・
た
け
ぽ
ん
・
と
も
と
も
の

ぶ
っ
た
ま
げ
マ
ジ
カ
ル

シ
ョ
ー

講　
　
座

本
の
読
み
聞
か
せ
を
体
験

朗
読
教
室

ほ
っ
と
で
き
る
交
流
を

こ
こ
ろ
の
見
守
り
継
続
学
習
会

2015年（平成27年）９月１日号 ⑯



　 慶 弔（届出日：7/16～8/15）

「陸前高田災害FM（80.5MHz）」
では災害の情報や身近な生活の
情報を放送しています。「広報
りくぜんたかた」と併せて利用
してください。

陸前高田災害ＦＭ放送中

ま
た
は
団
体
◆
申
し
込
み
…
９

月
11
日
㊎
ま
で
に
電
話
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
内
線
２
３
１
）

◆
日
時
…
❶
10
月
３
日
㊏
❷
10

日
㊏
❸
31
日
㊏
❹
11
月
21
日
㊏

❺
12
月
5
日
㊏
10
時
～
11
時
30

分
◆
会
場
…
竹
駒
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
講
師
…
元

市
立
博
物
館
・
後
川
隆
一
館
長

◆
定
員
…
先
着
20
人
◆
申
込
期

間
…
９
月
15
日
㊋
～
25
日
㊎
◆

申
し
込
み
…
市
図
書
館
へ
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
図
書
館

☎
�
３
２
２
７
／
ＦＡＸ
�
３
４
８
５

【
マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
】

　

助
産
師
や
抱
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
母
子
相
談
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
９
月
は
歯

科
衛
生
士
が
常
駐
し
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
18
日
㊎
10
時
～

15
時
◆
会
場
…
米
崎
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
対
象
…

気
仙
管
内
の
１
歳
未
満
の
乳
児

と
妊
婦
◆
参
加
料
…
２
０
０
円

（
軽
食
、
保
険
料
な
ど
）

【
す
く
す
く
ル
ー
ム
】

　

９
月
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
不
在

に
な
り
ま
す
。
11
時
～
16
時
ま

で
遊
び
や
授
乳
、
オ
ム
ツ
交
換

な
ど
で
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

◆
会
場･･･

盛
町
サ
ン
リ
ア
２
階

【
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
】

　

助
産
師
の
訪
問
は
９
月
か
ら

休
止
し
ま
す
。
電
話
相
談
は
今

ま
で
ど
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
☎
０
８
０
・
４
７
２

９
・
３
９
１
１
（
渡
邊
）
ま
で
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
す
く
す
く

ル
ー
ム
☎
㊼
５
６
８
９
／
ＦＡＸ
㊼

５
６
９
５

　

中
学
校
の
適
正
規
模
化
を
進

め
る
た
め
、
平
成
30
年
以
降
に

計
画
し
て
い
る
第
一
中
学
校
と

気
仙
中
学
校
の
統
合
を
話
し
合

う
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
15
日
㊋
19
時
～

20
時
30
分
◆
会
場
…
市
役
所
４

号
棟
第
６
会
議
室
◆
対
象
…
気

仙
中
学
校
区
の
保
護
者
お
よ
び

地
域
住
民

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
学
校
教
育

課
学
務
係
（
内
線
２
８
１
）　

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
。

◆
受
付
…
毎
月
第
４
㊌
10
時
～

11
時　

※
９
月
、
12
月
、
平
成

28
年
３
月
は
第
２
㊌
◆
会
場
…

大
船
渡
保
健
所
◆
検
査
内
容
…

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査
◆
そ
の
他
…
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を

希
望
す
る
人
は
感
染
の
危
険
が
あ

っ
た
と
き
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過

後
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
保

健
所
☎
㉗
９
９
１
３

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

す
く
す
く
ル
ー
ム
な
ど

「
伊
勢
物
語
」
を
学
び
ま
す

古
典
文
学
講
座

相　
　
談

第
一
中
と
気
仙
中
の
統
合

学
校
適
正
規
模
化
懇
談
会

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
な
ど

保
健
所
の
無
料
定
例
検
査

お
知
ら
せ

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日
矢作　村　上　陽

ひ

菜
な

乃
の

（元屋敷・英将・7/16）
横田　荻　原　唯

ゆ

　瑞
ず

（槻沢・祥希・7/12）
　　　畠　山　晃

こう

四
し

郎
ろう

（狩集・晃男・7/15）
竹駒　佐々木　咲

さく

　陽
や

（相川・昌寿・7/13）
高田　齊　藤　菜

な

々
な

香
か

（馬場前・正人・7/18）
　　　熊　谷　優

ゆ

　里
り

（鳴石・忠行・7/22）
　　　熊　谷　和

わ

　佳
か

（鳴石・章・7/21）
　　　佐々木　蒼

そ

　良
ら

（下和野・正也・7/22）

◇結婚（　）は字名・婚姻日
高田　前田政彦・阿部友紀（中和野・7/20）
米崎　森拓也・菅野春菜（高畑・8/9）
小友　佐藤光政・畑田美幸（中西・7/19）
広田　黄川田恭平・齋藤まい（平畑・7/21）
　　　熊谷孝之・小松恵（大久保・7/27）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日
矢作　佐　藤　武

たけ

　彦
ひこ

（袖野・87・8/3）
　　　佐々木　英

ひで

　與
よ

（二又・95・8/9）
　　　村　上　ミマサ（大嶋部・94・8/10）
横田　三　木　昌

まさ

　江
え

（釘の子・73・8/6）
気仙　濱　　　二

ふ

　三
み

（中ヶ谷・80・7/22）
高田　村　上　ミチヨ（曲松・97・7/16）
　　　佐　藤　哲

てつ

　也
や

（下和野・78・7/24）
　　　大　友　テ　イ（西和野・78・7/29）
米崎　細　谷　眞

ま

　澄
すみ

（糠塚沢・87・7/17）
　　　金

こん

　野
の

　秋
あき

　子
こ

（川内・82・7/23）
　　　熊　谷　英

えい

　一
いち

（堂の前・63・7/29）
　　　熊　谷　恭

きょう

　子
こ

（松峰・84・8/1）
　　　大和田　奈

な

世
よ

子
こ

（松峰・77・8/6）
　　　嶋　村　道

みち

　泰
ひろ

（高畑・59・8/7）
　　　菅　原　益

みつ

　永
のり

（堂の前・84・8/12）
広田　佐　藤　イチヨ（羽根穴・98・7/29）
　　　長　野　マキ子（大久保・76・7/29）
　　　吉　田　ノ　ブ（中沢・97・8/1）
　　　吉　田　エミ子（中沢・89・8/5）　
　　　米　谷　直

なお

　人
と

（泊・82・8/12）
　　　中　澤　博

ひろ

　幸
ゆき

（天王前・43・8/13）

⑰



数字で見る陸前高田市（7月31日現在）

市内の火災救急活動
（　）は1月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　）内は前月比

市内の交通事故（大船渡警察署調べ）
（　）は1月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

件
件
人
人
人

件
件
件
人

（　　件）
（　　件）
（　　人）
（　　人）
（　　人）

（　　件）
（　　件）
（　　件）
（　　人）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

男
女
計

世帯数

人
人
人

世帯

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）

（ ）

1
0

68
66

3
1

481
475

1
26

1
0
2

12
223

19
0
4

9,811
10,426
20,237

7,613

＋
－
＋

＋

14
1

13

20
※前年同月との比較（－237）

①キュウリは半月切りにする。
②オクラは、ゆでて小口切り

にする。
③長芋は叩いてつぶす。
④ナメコはさっとゆでる。
⑤①～④を麺つゆであえる。

キュウリ‥‥‥‥‥‥‥ 1/2本
おくら‥‥‥‥‥‥‥‥‥  1本
長芋‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 200㌘
ナメコ‥‥‥‥‥‥  1/4パック
麺つゆ‥‥‥‥‥‥‥  大さじ2

　

　オクラ、長芋、ナメコなど特有の「ねば
ねば・ぬるぬる」には、ムチンという成分
が含まれています。
　ムチンはタンパク質の消化吸収を助けた
り胃の粘膜を保護したりする働きがあり、
冷たい物の食べ過ぎや飲み過ぎで疲れた胃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
をサポートしてくれます。
　納豆やモロヘイヤなどのさまざまな食材
をアレンジすることで、料理をいっそう楽
しむことができます。
◆問い合わせ先…健康推進課保健係（内線
243）

エネルギー　80kcal
食塩相当量　0.5g

（１人分）

材　料（4人分）

作　り　方

食生活改善推進員
の 考 案 レ シ ピ 野 菜 の ね ば ね ば あ え

疲れてしまった
胃 を サ ポ ー ト ねばねば・ぬるぬる成分のムチン

　27年度オータムジャンボ宝くじは、9月28
日㊊に発売開始です。今年のオータムジャン
ボ宝くじは、1等前後賞合わせて5億円です。
　収益金は各市町村に配分され、明るいまち

づくりや環境対策、高齢化対策など、地域住
民の福祉向上のために役立てられます。
◆問い合わせ先…（公財）岩手県市町村振興
協会☎019・651・3461　

9月28日㊊発売　オータムジャンボ宝くじ

2015年（平成27年）９月１日号 ⑱


